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近代家族と 「少女 」 の 国民化
一
少女雑誌 r少女 の 友 』 分析か ら

一

今田 絵里香

1。　 は じめ に

　近 代 が家族に もた ら した変 化 は ， ア リエ ス （Aribs 訳書　1980），
シ ョ

ー タ ー

（Shorter 訳 書　1987）ら西欧の 家族史研究に よれば ，家族の 形態や規模 の 変化 で は な

く，む しろ ， 母子関係を中心 とす る家族内構成員相互の 心的関係の 濃密化で あ っ た こ と

があ きらかに され て い る。
こ の よ うな近代の 家族変動に っ い て の 研究成果をふ まえ ，

近年 ， 日本で も，明治後期に愛情 中心 の 近代家族 イ メ
ージが一部の 知識人に よ っ て 唱え

られ ， そ して それ が大正か ら昭和初期に か けて 都市の 新中間層を中心に 実態化 して い

っ た こ とが，新聞や雑誌 ， 書物 の 分析を つ う じて あ き らか に されは じめて い る ｛1）
。

　こ の よ うな 母親か ら子ど もへ の愛情の 濃密化を考え るに あた っ て ， と りわけ 日本 に

おい て は ， 近代国民国家の 建設 とともに よ き国民の 養成が 国家的課題 とな っ た こ とか

ら， よ き国民を生み育て る女性の 母役割 に なみ なみ な らぬ関心 が よせ られ た こ とに焦

点が あて られ て きた 。 そ して ，その よ うに ， 女性 に対 し母性 の 重要性が説かれ ，良妻

賢母主 義教育がな され るよ うに な っ た こ とが ， その 主 要な要因で あると考え られて き

た 
。 そ こ で は，女性は子どもを育て ， 教育す る こ とに よ っ て ，あるい は夫を支え る

こ とに よ っ て ， 間接的に国民 と して と らえ られ る とされ る 。 すな わち ， 職業や兵役 な

どをっ うじて 直接的に 国民国家を担 うこ とにな る 「直接的な国民」 を育て ， 教育す る

こ とで ， あ るい は直接 的に国 民国 家を担 っ て い る 「直接的な国民」 を支え る こ とで ，

「間接的な国民」 と して と らえ られてい くと考え られて い る。

　 しか し，近代の 女性は 「妻」 あ るい は 「母」 で しかあ り得 なか っ たの だ ろ うか 。 こ
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れ は ， 近 代に 誕生 しだ 3助 女 と人妻の 間の 宙吊 りな時間を生 きるとされ る （本田

1990）「少女」 を どの よ うに とらえた らい い の か とい う疑問に も結びつ く。 こ れ まで

の 研 究で は，近代の 女性の ジ ェ ン ダー規範 は女性の 「妻 」，
「母」 とい う側面，すなわ

ち良妻賢母 とい う規範の みで 片づ け られて しまいが ちで あ っ た 。 確か に，近代の 「少

女」 は ，

一
方で ， 学校の 良妻賢母主義教育 にお い て ， 次代の 国民を愛情かけて育成 ・

教育する未来の 「良妻賢母」 と して と らえ られて い たが，他方で ，実際に はまだ妻と

も母 ともな らない 「子 ど も」 で もある。 はた して ，「子 ど も」 を愛護 し教育す るた め

の 「良妻賢母」 の 予備軍 と ， 近代家族の なかで 慈 しまれ愛される存在 と して とらえ ら

れ る 「子ども」 の狭 間の なか で ，少女 たちは い か な る位置 に あ っ たの だ ろ うか 。 そ し

て，新 中間層 を中心 に近 代家族が理念 化 ・実態化 して い くなかで ， それ はどの よ うな

変遷をたどるの だろ うか 。

　本稿で はそれ をあ き らか にす るため ，実業之 日本社刊の 少女雑誌 『少女の 友』 の 掲

載小説 に あ らわれた少女 とその 家族 との 関係をみて い くこ とにする 。 こ こ で 少女の み

で は な く， 家族 との 関係の なかか ら少女 をみ て い くこ と に したの は ，
「子 ど も」 と

「良妻賢母」， そ の ど ち らも家族との 関係の な か で 成 り立 っ て い る もの だか らで あ

る〔4）
。 また ， 少女雑誌を分析の 対象 と選 ん だの は ， 修身教科書を分析 し， 女子教育論を

調べ るとい うこれ まで の方法で は 近代の 少女 とそ の 家族 との 関係を充分に あきらか に

で きな い と考え るか らで ある 。 そ れ は そ れ らが未来の 「良妻賢母」 とい うまな ざ しの

みを あ らわ して い る もの だか らで あ り， そ れ ら学校教育が有害な もの とみな した （遠

藤　 1993a ） 少女雑誌 は ， そ れ とは別の 「少女」 へ の まな ざ しを示 して い た 可能性が

あ る と考え るか らで あ る 。 しか もその なかで も r少女の 友』 を選 んだ の は ， 第
一

に ，

近代に 誕生 した他 の 少女雑誌に くらべ て もっ とも長く続い た雑誌だか らで ある。 第二

に，講談社の 『少女倶 楽部』 （大正 12年創刊）にはかなわなか っ た もの の ，r少女の 友』

は常 に 購読者数の 多 い 雑誌で あ っ たか らで ある 
。 第三 に ，

r少女倶楽部』 が地方の

小学生 や女学生 に受 け入れ られ て い たの に対 し，r少女 の 友』 は意識的 に東京の 山の

手や京阪神の い わ ゆ る大都市の女学生 ， すなわ ち近代家族をい ちはや く実態化した新

中問層の 少女た ちに 向けて 誌面づ くりを して い たか らで あ る（6｝ （遠藤　 1993a ）。

　い うまで もな く， 少女雑誌 は少女や そ の 家族の 心性を 直接的に反映 した もの で ある

とはい えな い ため ， 本稿で あ きらか に な るの は あ くまで も少女 とそ の 家族の心 性に つ

い て の 少女雑誌 に お ける表象で あ る 。 しか し， 少女雑誌 は近 代の 少女 たち ， 特に近 代

家族を実態化 した新中間層の 少女た ちが もっ と も頻繁に接 した メデ ィ ア で ある〔7）
。 し

たが っ て，本稿 で あ き らかに なるの は，少女 とその 家族の 心性 に つ い て の 少女雑誌 に
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お ける表象であ るが，それは同時に読者で あ る新中間層の 少女 自身が 自らとそ の 家族

の 心性 に っ い て 社会的に共有され てい る と思 っ て い た もの で もあ ると考え られる 。 す

な わち ， 社会的観念 （山村　1971）， 社会 意識 （坂本　1997） と して の 新 中間層の

「少女」 と も考え られ るの で ある 。

2．　 分析の 方法 とそ の 視点

　r少女の 友』 は同 じ時代の 他 の 少女雑誌 同様，小 説が誌面 の ほ とん ど を占めて い

る 。 その た め ， 本稿で はそ の 掲載小説の 物語の 構成か ら， 主要な登場人物の 少女とそ

の 家族の 心性や ふ る まい を質的な分析を中心 に みて い くこ とに する 。 そ して，その 質

的な分析を も とに，それぞれの 時代ご との 数量的な傾 向を っ か む ため ，
r少女の 友』

の 分析の 対象 とな っ た掲載小説すべ て を ， まず ， 少女 か ら親へ の 献身が み られ る小説

（「少女 → 親」） と， 親か ら少女 へ の 献身が み られる小説 （「親→少女」） に 分類す る 。

両方み られる場合は両方に 分類する 。 また ， 同 じ く分析の 対象 とな っ た掲載小説す べ

て を，少女が き ょ うだ い の うち誰 と情緒的な絆を もっ の か， とい うこ とに よ っ て 分類

す る 。 その 結果が 表 1 で ある 。

　次 に ， 質的 な分析をお こ な うに あた っ て二 っ の 視点を設定す る 。 第一に，家族内関

係 ，
こ こ で は少女 に焦点を あて る こ とか ら特 に親子関係が，どの よ うな心性 に よ っ て

結ばれ，また ， それが 時代 と と もにど の よ うに変化 して い くの か ， とい う視点で あ

り，第二 に ， そ の よ うな親子関係，また，家族内関係 の なかで ， 少女は どの よ うな存

在 と して と らえ られて い るの か， とい う視点で あ る 。

　まず，第一の 視点 として ， 家族内関係 ， 特に 親子関係が， どの よ うな心性に よ っ て

結ば れ，また そ れが時代 とと もに どの よ うに 変化 して い くの か ， とい う こ とを みて い

きた い 。 そ こで 重 要 に な るの は 「孝 」 と 「母性愛」 （「近代的情愛」） で あ る 。 近代以

前の 親子関係 の 規範は子 ど もか ら親へ の 行為規範で ある 「孝」 つ ま り 「親に対す る子

の 恭順 ・服従」 （川島　2000，88頁）で あ っ た とい われ て い る 。
「孝」 は，親の 「恩」

に よ っ て 根拠づ け られて い るが，「『恩』 はすで に 恵み与え られて あ り ， これ に反 し謝

恩 の 義務は今後 にお いて履行 されねば な らない もの で ある 。 すなわち恩恵者は権利の

みを もち，受恩者は義務の みをお い ， しか もそ の 義務は 無限の 大 きさを もち，恵 みに

対応す る忠 誠 に よ っ て 支え られ ね ばな らな い 」 （∫【1島　2000， 116頁）。 こ の よ うに ，

「孝」 は ， 子ど もが子どもで ある以上 ， 無 条件か っ 絶対的 に な さねばな らな い ， 子 ど

もか ら親へ の 無限の 献身で あ る とい うこ とがで きる 。 それ に対 し，近代の 親子関係を

特徴づ け るの は親か ら子ど もへ の 行為規範で あ る 「母性愛」 で ある （Shorter 訳書

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 227

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

表 l　 r少女 の友亅 掲載小説の家族内関係

少女 と親 の 関係 実数 構成比 実数 構成比
少女とき ょ う

だ い の 関係
実数 構成比

少女 → 母親 3544 ，9 少女一姉 51 乳 2
少女 → 親

少女 → 父親 1924 ．45469
．2

少女
一

妹 517 ．2
明治後期

（1908〜

1912年）

母親→ 少女 2025 ．6 少女
一

兄 26 ．9
親→ 少女

父親→ 少女 45 ．12430
．8

少女一弟 1758 ．6

合　　言† 78100 ．078100 ．0 合　 計 29100 ．O

少女→ 母親 2132 ．3 少女
一

姉 1137 ．9
少女 → 親

少女→ 父親 1827 ．73960
．O

少女
一

妹 310 ．3
大正前期

（1913〜

1919年）

母親→ 少女 2030 ．8 少女一兄 827 ．6
親→ 少女

父親→ 少女 69 ．22640
．0

少女
一

弟 了 24．1

合　　計 65100 ．065100 ．O 合　　計 29100 ．0

少女→ 母親 2523 ．6 少女一姉 394

少女一襯
少女→ 父親 2927 ．45450

，9
少女一妹 618 ．8

大正後期

（1920〜

1926年）

母親一
〉少女 3028 ，3 少女

一
兄 1650 。O

親 → 少女
父親→ 少女 2220 ．85249

．1
少女一弟 721 ．9

合　　計 106100 ．0106100 ．0 合　　計 32100 ，0

少女 → 母親 30 正9，0 少女一姉 1621 ．3
少女→ 親

少女→ 父親 2717 ．157
　 36．1

1 少女一妹 1216 ．0
昭和初期

（工927〜

1939年）

母親→少女 754 了．5 少女一兄 30 ．40．0
親 → 少女

父親 → 少女 2616 ．510163
．9

少女一弟 1722 ．7

… 合 　 　計 158100 ．O158100 ．0 合 　　計 75100 ．0

少女→ 母親 1012 ．7 少女一姉 933 ．3
少女→親

少女→ 父親 1215 ．22227
．8

少女
一

妹 o0 ．0
戦時下

（1940〜

1945年）

母親→ 少女 4253 ．2 少女一兄 1451 ．9
親→ 少女

父親 → 少女 1519 ．05772
．2

少女
一弟 414 ．8

合　　計 79100 ．079100 ．0 合　　計 2710 α 0

注 1） 「少女→親」 （「少女→母親」
・「少女一父親」）は少女か ら親 （母親 ・父 親） へ の 献身，「親→少女」 （「母親

　 一少女」 「父親
一少 女」） は親 （母親 ・父 親）か ら少女へ の 献身を示す。

注 2） 「少 女一姉 」，「少女
一

妹」，r少女一兄」，「少 女一弟 」 は少女 と それ ぞ れ （姉．妹，兄 弟） の 情緒的 な結

　 びっ きを 示す。

注 3 ）　 こ こ で の 時期区 分は，r少女 の 友 』 の 主 筆の 交 代 な ど，経 営戦 略上の 雑誌づ くりの 変化 と，そ れ に と もな

　　う掲載 小 説の 家族 内 関係 の 質 的変化か ら設定 して い る。

資 料 二 r少女の 友』 実業之 日本社刊 （大阪国際児童 文学 館所 蔵）
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1987）。 これは ，「孝 」 とは逆 に，親か ら子ど もへ の無条件の 献身で ある とい える 。

　た だ し，近代家族 の なか で母親だけが子ど もを愛するよ うにな っ た と考え るの は短

絡的で あ り，「母性愛」 の み に注 目して 近代の 親子関係 をみ て い くの で は充分 とは い

え ない
。 その た め

， 本稿で は ， 母親だけで な く父親 も含め た親か ら子ど もへ の 無条件

の 献身 とい う概念を設定 し，そ れを 「近代的情愛」 と呼ぶ こ とにす る 。 また ，同様

に，親子関係の み に注 目 して 近代の 家族内関係をみて い くの で も充分 とは い え ない
。

家族内構成員すべ て の 関係 に つ い て ，前近代は，「人間の 間に 生れなが らの 上 下尊卑

をみ とめ．上下尊卑の 秩序を絶対不可侵の もの 」 とするた め，「人 と人 とを結ぶ 紐帯

は親和の 情 にで は な く， 形式的 な礼儀 に求め る ほか は なか っ た」 （木下　1957， 80

頁）とい われて い るが ， 近代以降 家族内構成員すべ て が親 しみ あい 慈 しみあ うとい

う， シ ョ
ー

タ
ー

の 厂家庭愛 」 （Shorter 訳書　 1987，215頁） ともい うべ き情緒的な関

係で 結ばれ るよ うに な っ た とい われて い る 。 この よ うな こ とを踏 まえなが ら， 家族内

構成員すべ て と少女の 関係をみて い きた い 。

　第二 の 視点 と して ，その よ うな 親子関係，また ， 家族内関係の なか で ， 少女 は どの

よ うに語 られて い るの か ， とい うこ とをみて い きた い 。 それに は，近代の 女性に対す

るま なざ しの代表的な もの で ある良妻賢母主義思想 とのかかわ りか らそれをみて い く

必要が あ るだ ろ う。 小山は ， 良妻賢母像が変遷 して い くさまをと らえ ， 江戸時代の 女

訓書が語 る 「女を男に比 べ て愚 か な もの と し， 劣等視す る価値観の もとで ， 夫や舅姑

に対 して 従順な妻や嫁 となる」 女性像か ら， 日清戦争後，「まず子 ど もを育 て ， 教育

す る母役割が ， やがて は家事を責任を もっ て 遂行する妻役割が強調 され」 る良妻賢母

像が女子教育論で語 られるよ うに な る と指摘す る （小山　 1991， 234頁）。 また，牟 田

は ， この よ うな母役割 ・妻役割の 強調か ら，
「女性 は必ず しも劣 っ た ある い は柔弱 な

存在で あるべ きで はな く， 教育と自主性が 求め られ る」 よ うに な っ た と指摘する （牟

田　1996．69頁）。 さ らに，第一次世界大戦後，「職業へ の 従事や r女の 特性』 を通 じ

た 国家 ・社会へ の 直接的な貢献を も要求され 」 る新 しい 良妻賢母像が 語 られ るよ うに

な るとい う （小山　1991，234−235頁）。 先に も述 べ たよ うに ，
こ の ような良妻賢母 と

い うまな ざ しの みが 「少女」 に向け られて い た とは考えに くい 。 そ して，その よ うな

良妻賢母とは別の 厂少女」 へ の まなざ しを， 少女雑誌はあ らわ して い た と考え られ る

の で あ る 。 その ため ， こ の よ うな良妻賢母像の 変遷 を一
っ の 鏡 と しなが ら ， 少女雑誌

におけ る少女像の変遷をあきらか に して い きたい 。

　最後に ，分析する時期は創刊の 1908 （明治41）年か ら敗戦の 1945 （昭和20）年まで

で あ る 。 この 期間毎年原則的に 1月号 と 8月号を分析する こ とにす る 。 なお， こ こ で
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1月号 と 8月号を選ん だ の は ， 1月号が連載小説の 開始の号 で ， しか もそ の年の 編集

方針が あきらか に され る号で ある か ら， また 8月号が 1年の 中間の 号に位置す る号の

うち比 較的欠号の 少 な い 号で あ っ た か らで あ る 。
r少女の 友』 は大阪国際児童文学館

に所蔵 されて い る もの を分析の 対象 と して い る。 分析対象の号 に 欠号がある場合，そ

の 年に 発行された 別の 月の 号を扱うこ とにする。

3．　 分析の 結果

3．1 明治後期 ・ 1908〜 1912 （明治41〜45）年 ：親に は絶対服 従

　創刊 の ころの 親子関係をみ ると ， まず ，   孝で 結ば れ た親子関係 ， 次に ，   孝 と近

代的情愛で 結ばれ た親子関係， とい う二 つ の 親子関係が語 られて い る。   の 孝で結ば

れた親子関係 は少女か ら親 へ の
一

方向的な恭順で 結ば れて い る。
こ の よ うな 親子関係

の な かで ， 少女は ，   どの よ うな親で あろ うとひた す ら盲 目的 に した が う孝行娘 と し

て 語 られて い る 。 これが この 時代の
一

っ めの 少女像で あ る 。

　た とえば，大酒 を飲ん で 怒鳴りち らし，や っ あ た りをする両親 に も文句
一

つ 言わず

「すみ ませ ん で した 」 と頭を下げ，つ くす （渡邊白水 「不具 の 両親 を助 けて 家を再興

した 孝女お とらの 美談」 明治 41年 12月号），冷た くふ るま う病気の 母親 に も畳 に ひ た

い を こす りつ け て 看病 を させ て くれ と懇願 し，看病 しっ づ ける （尾島菊子 「な さぬ

仲」 明治44年 8 月号）， 母親が酒を飲み な が ら三 味線を聴 きた い と望むた め ， それ ま

で 習っ て い た大好きな琴をやめて 三 味線を習 う （長谷部湘雨 「お稽古」 明治41年 12月

号） などの 小説で ある 。

　 この 親子関係は ， まさに ， 子 ど もが子 ど もで あ る以 上，身分 的 ・絶対的に親 に恭順

しな けれ ば な らな い とい う， 負債 ， 負い 目と して の孝で 結ばれ た 関係だ とい え る 。 し

か も，親 は少女 に 無関心 か威圧 的，少女 は親をひ たす らお そ れ うや まい ， 盲従す るの

みで あ り，そ こ に 情緒的な紐帯はほ とん どない 。 そ して ， 少女は親の 強大な力の 前 に

あま りに も無抵抗か っ 無力な もの と して 語 られ，た とえ 親が 間違 っ て い て も，愛情を

示さな くて も， 少女は絶対 に親に 孝行す る もの と して 語 られて い るの で ある 。

　また ，   の 孝 と近代的情愛で 結ばれ た親子関係 は ， 親か ら少女へ の 慈 しみや少女か

ら親 へ の 親 しみが み られ，近代 的な情愛 で結 ばれ た関係 で あ るとい え る 。 しか し， 同

時に ， そ こ に は，少女か ら親へ の 盲目的か つ 絶対的な服従 も語 られ て い る。 すなわ ち

孝 もみ られ るの で あ る 。 ただ し，重要な こ と と して ，そ こで 少女に近代的情愛を示す

の は母親 と女 き ょ うだ い ， 弟の み で あ り， 父親 ・家父長は 少女 に無関心で ， 両親が 登

場す る場合で も父親 は ま っ た く描写され ず （た とえ ば ， 後述の 与謝野晶子 「紅葉の
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子」 明治 42年 11月号）， 兄 ・ 家父長の 後継者は ， た とえば ， 妹 に あた りち ら して 「残

酷な 目に合 は」 す とされ る富岡鼓川 r雛の 灯」 （明治 43年 3 月号）の よ うに ， 少女 に

威圧的な態度 をとる もの と して 語 られ，少女 も父親に無関心 ， そ して ， 兄を おそろ し

い 存在と認識 して い る 。 そ の たぬ ， そ もそ も彼 らはその 存在 自体ほ とん ど語 られ る こ

とが な い （表 1）。 この よ うな親子関係の なかで ，  母親 の 監督 と指導を常に 必要 と

するよ うな無知 で無能力な少女 ， が語 られ て い る。
こ れが こ の 時代の もう

一
つ の 少女

像であ る 。

　た とえば ， 高信 峽水 「光 ちやん の お裁縫」 （明治 41年 10月号）で は ， 母親 は裁縫を

したが る光 ち ゃ ん に雑巾を縫 う こ とを許 し， 針に 糸を通 して や り， 指に針を刺せ ば包

帯を して や る もの の ，光ち ゃ んが 火熨斗をか け たが る と，「そん な雑巾になん か火熨

斗をかけ る もの が ある もん で すか 。 火熨斗が きか な くな るか らい けませ ん 」 と叱 りっ

け ， 光ち ゃ ん はそ れに した が う。 この よ うに ， 裁縫を したが る少女に望む とお りの こ

とを して や るもの の ， それが限度を越え る と母親は厳 しく叱 りっ け，少女 は それ に 絶

対的に したが うもの と して 語 られ る 。 それ は ， 紅葉狩 りへ 連れて い っ て もら っ た少女

が ，
「叱 られ ませ ん か 」 と母親の 許 しを得 てか ら紅 葉 を拾 う （与謝野晶子 「紅葉の

子」 明治 42年 11月号），母親 は 少女の 着物を縫 っ て や る もの の ，少女が その 着物の す

そを ほ しが る と 「い けませ ん 」 と叱 りつ け，少女 は それ を聞 き入れ る （小野美智子

「肩上げと縫ひ 込み」 明治 41年 12月号） などの 小説に も，同様 に見出せ る 。

　 少女は ， 母親の 意 向に沿 うか たちで の み慈 しまれ可愛が られ て気 ま まなふ るまい が

許され る もの の ，ひ とたび母親の意 向に そ ぐわな い ふ る まい を する と母親に た しな め

られ，絶対的な服従を強い られ る 。 その ため ， 少女 は， どん な と きに も母親の 意向を

うか が い，母親の 指導をあおぎ ， それ に 盲従 しよ うと して い る 。

　 同じころ ， 女子教育論で は ， 小山に よれば ， 日清戦争後の 明治 28 （1895）年 ごろか

ら ，
「まず子 ど もを育て ，教育す る母役割が，やがて は家事を責任 を もっ て遂行す る

妻役 割が 強調 され ， そ の た めの 女子教 育の 充実が主張 されて い た」 とい う （小山

1991，
234頁）。 さ らに ，牟田は ， この よ うな母役割 ・妻役割を重視する見方の 登場か

ら，女性に 「教育 と自主性が求め られ る」 よ うに な っ た と して い る （牟田　1996， 69

頁）。 しか し， こ の よ うな良妻賢母像 に つ な が る 厂教育 と自主性」 （牟田　 1996， 69

頁）は，『少女 の 友』 の 少女像 に はみ られな い 。 む しろ ，     ともに無 知 ・無 力で 親

（母親） に盲従す る しか ない とい う描 かれ方が され て お り， それ は封建期の 女性観に

特徴的な 「女 を徹底 して 愚か な存在 と考え る女性観」 （小 山　1991，
20頁） に っ な が

るもの とい え よ う。
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3．2 大正前期 ・1913〜1919 （大正 2 〜 8）年 ：近代的情愛を根拠に した孝

　 しか し，大正に 入る こ ろか ら， まず，明治後期の   の 孝 と近代的情愛で結 ばれた母

親 と娘 の 親子関係が ， しだ い に多数派 とな る とともに，明治後期の   の 孝だ けで 結ば

れた 親子関係は少数派とな り ，
っ い に はほ とん どみ られ な くなる （表 1 ）。 そ して ，

それだ けで な く，そ こで語 られ る孝 に変化がみ られ るよ うにな る 。 以 下，具体的 にみ

て い く。

　 大正 に 入 る と ，
r青鞜』 の 創刊 に 象徴 され る よ うに ， 女性の 置か れ て い る状況が

「問題」 と して と らえ られ，「婦人問題」 が社会問題 と して 認識 され るよ うに なる （小

山　 1991）。 こ の よ うな動 きに対応するよ うに ，
『少女の 友』 で も悲劇的な小説が流行

し， そ の な かで ， 悲惨な境遇 に疑問を もち ， 自由と自己実現を求めて 苦悶す る少女が

繰 り返 し語 られ るよ うに な る。 こ の なかで ， ＠ 自分の親 （母親）に よ っ て 自由 と自己

実現が妨げ られ て い る場合 ， 少女 は結局母親の 自分へ の 愛情に気づ き， そ れ に応え よ

うとして 自ら自由と自己実現へ の 欲求を抑え つ けて い る 。 これが この 時代の 一
っ めの

少女像で あ る。

　 た とえ ば ， 山の なかで 病気の母親の 看病を して い る少女が ， 夢 と向上心 に燃え て 山

の 向こ うへ 行 くこ とを決意 するが ， 母親の 自分へ の 愛情に気づ い て踏み とどま る （山

田邦子 「あ の 山を 越え て 」 大正 2年 1 月号），父 親が 死 ん で 家計が 苦 し くな っ た た

め， 6 人の 息子が い るな か少女だ けが叔父の 家に ひ きとられ る こ とに な り，少女は嘆

き苦 しむ もの の ， 母親 と兄 ，弟の愛情に気づ き， そ れに した が うこ とにす る （江 口 千

代 「冬の 来 る頃」 大正 6年 1月号）な どの 小説がそ れで ある。

　 そ して ，   親 （母親）が登場 しな い 場合 ， あるい は ， 親 （母親）以外に よ っ て 自由

と自己実現が妨げ られて い る場合 に限 り， 少女は 自由と 自己実現へ の 欲求を もち つ づ

け， それ をか なえ よ うと苦悶しつ づ けて い る。
こ れが 二 つ めの 少女像で ある。

　 た とえ ば，孤児院の 少女が 使用 入を酷使する人物の もとへ 女中と して ひ きとられそ

うに な る もの の
，

「私 は 自分独りで
一

入前の 立派 な女 に な らな けれ ば な らぬ 」 と抵抗

し，東京 へ 逃 げ る （岩下小葉 「みな し児 」 大正 3 年 1月号， 8月号），人身売買で 娘

曲芸団に 売 られ た 少女が 自由を求めて 苦悶する （江見水蔭 「飛ぶ 少女」 大正 2年 1月

号）， 被差別部落 に生 まれ た少女が村の 人 々 の ひ どい 差別に 苦 しむ もの の
，

厂都の人間

らしい 生活」 を求 め，村 を 出る （宇野浩二 「国境の 峠に 注 ぐ涙の 雨」 大正 4 年 8 月

号）な どの 小説に あ らわれ て い る。

　 こ の 二 つ の 少女像が 示すの は，少女 は 自由と自己実現へ の 欲求をもっ とされる もの

の ，それ は基本的 に親 へ の 孝行とは相容れない もの で あ り， 万が一
それ らがぶ っ か り
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あ っ た ときは必ず，親へ の 孝行が少女の 自由と 自己実現よ りも優先 され る とい うこ と

なの で ある。

　この よ うな ， 母親の 少女へ の 思 い や りに 自由と自己実現を放棄 して 少女が孝行をつ

くす とい う親子関係に は，母親か ら少女 へ の 近代的情愛 と，少女か ら母親 へ の 孝がみ

られ， これ は ， 明治後期の   で み られ た よ うな母親 と少女が親 しみあい 慈 しみ あ う関

係で あるとい え る 。 しか し ， そ こで の 少女か ら母親へ の 孝行は，母親か ら少女 へ の 愛

情あるい は献身の 結果 と して 生 じる もの と して語 られて い る 。 こ こに 孝の あ き らか な

変化がみ られる。 孝が ， これ まで の
， 自然 発生的な親の 恩を根拠 に した ， 身分的か っ

絶対的な ， 子 ど もか ら親へ の 献身 と して 語 られ るの で はな く， 親か らの 近代的情愛を

根拠 に した，子ど もか ら親 へ の 献身 と して 語 られ て い るの で あ る。すな わ ち，子ども

で あ るか らこ そ親 へ 献身す る の で はな く， 親に愛 され て い るか らこ そ， その お返 しと

して 親へ 献身す る ， とい う内容へ 変化 して い るの で あ る 。 孝が近代的情愛 に裏打ち さ

れた もの に変化 したと考え られ よ う 。

　有地は ，
「明治の半 ばに は ， 親が誤 っ て い て も，そ れ に従 うの が孝 だ と儒教主 義に

よ る絶対的服従の 孝が説か れて い た 。 しか し， 大正の初 めに な ると ， 親 の 行為に っ い

て も， 是 々 非 々 主義 で 公平 に 対処 す るの が 孝 で あ る と変 っ て き て い る」 （有地

1986，76−77頁） と指摘 して い る。 また ， 尾花 ・広井の 国定修身教科書分柝で も，
r少

女の 友』 の 場合 とや や時期を遅 くす る もの の ，国定三 期 （大iE　7 年〜昭和 7年）か ら

の修身教科書 に お い て ，
「まず 親の 慈愛や 養育が あ り ， その 結果 と して ， 子 ど もの 敬

親 とい う観念 が生まれ る」 とい う近代的情愛を根拠 とす る孝へ の 変化を 指摘 して い る

（尾花 ・広井　1994， 176− 177頁）。

　 また ， 大 きな変化 と して ， 少女 と情緒的関係を結ぶ 相手に新 しく家父長の 後継者で

ある兄が語 られ るよ うに な っ て い る 。 それ まで ほ とん ど登場 しなか っ た兄が ， 近所の

子ど もた ちに い じめ られて い る妹の ために
一

緒 に池 に身を投げる （菅野菊枝 「甦 らん

と して 」 大正 7年 1月号） な どの よ うに ， 思いや りを示 しあ う， 娯楽を共有するなど

して ，少女に とっ て は親 しみ の あ る存在 と して 頻繁に登 場す るよ うにな るの で あ る

（表 1）。 そ して ， 時代がすすむ に つ れ ， 少 しず つ で は ある もの の ，それ が家父長で あ

る父親 に も拡大されて い く。

　 すで に述べ た よ うに， こ の 時代，女子教育論に お い て教育 と自主性を もっ 良 妻賢母

像が求め られて い たが （牟 田　1996）， この 時代の 少女像 は ， 盲目的 に で は な く一定

の 自主性を も っ て 家族に っ くして い る とい う意 味に お い て ，そ れ に つ な が る もの で

あ っ た と理解す るこ とが で き よ う。 た だ し，少女が 自由と 自己実現 へ の 欲求を もっ て
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い る もの として 語 られ て い るとい う意味にお い て，女子教育論の良 妻賢母像 にはみ ら

れな い 少女像を も内包 して い る といえ る 。 しか しなが ら， その 少女像は，結局 ， 自由

と自己実現 よ りもまず親へ の孝行を優先させ るべ きで あ るとい う文脈の なかで 語 られ

て い るの で あ っ た 。

3．3 大正後期 ・1920〜1926 （大正 9〜15）年 ：孝か ら近代的情愛へ

　しか し， 第
一次世界大戦後の 大正 8 （1919）年，大正 9 （1920）年 ごろか ら ，

一
っ め

に ，そ の よ うな近 代的情愛 に裏打 ちされ た孝の なかで も， 自己をやみ くもに犠牲に す

るよ うな孝に っ い て は ， た とえ ば ， 亡 き母親の こ とを思 い っ めて い る しづ子 とい う少

女に ， 母親が夢の なか で それを 「しづ子 ちや ん の 体に毒だか らね」 と諭す （財津あず

さ 「ピヤ ノよさ よ うな ら」大正 14年 1月号）な どよ うに，親が少女 へ の 愛情ゆえ に懸

念 を示す よ うに な る。 また ，
二 っ め に ，母親か ら少女 へ の 近代的情愛が ますます頻繁

に 語 られ （表 1），特に 大 きな変化 といえ るの は ， これ まで 少女の 視点か ら母親の 台

詞やふ る まい な どの 外面的な様子をとお して 母親の近代的情愛が語 られて い た が ， 新

しく， 母親の 視点か ら母親の心性を詳細 に吐露するこ とを とお して，母親の 近代的情

愛その もの が語 られ るよ うに な っ て い る 。 た とえば ， 体の 弱い 子ど もは 7歳に なるま

で 髪を剃 りっ づ けなければ な らない とい う因習か ら，母親が 嫌が る娘の 髪を剃 りっ づ

け，娘が 7歳 に な っ て す ぐ病気で 死んで しま うと，母親は娘の髪に リボンをかけて や

りなが ら後悔 して泣 く （北川千代子 「黒髪」 大正 12年 8月号）などの 小説で あ る 。 こ

の よ うに ， 母 親の 視点 か ら母親の 娘 へ の 愛情が 詳細 に 描写 される よ うに な るの で あ

る。こ れ らの 変化 は，『少女 の 友』 に お いて ， 孝 よ り も近 代的惰愛の ほ うが その 比重

を高 くして きて い るこ とを示 して い よ う （表 1 ）。

　 しか し， こ の よ うに 近代的情愛が ますます語 られるよ うに な っ て も， 依然 と して ，

少女の 自由と自己実現 へ の欲求は孝行 と相容れない もの ， む しろこ の 時代 ， た とえ ば

少女の 上京を 「お前の た っ た
一人の お母 さん をお き去 りして か い ？ 」 と母親が激 し く

な じる （岡田光
一

郎 「もう一入の 蔦子」 大正 14年 8月号）な どの よ うに ，は っ きりと

親へ の 不孝 に結び つ くもの と して 語 られて い る 。 そ して ， そ うで あ るか らこ そ ， 少女

はそ れ を捨て て 親へ 孝行を するべ きもの と して語 られ て い るの であ る 。 この よ うに 相

変わ らず少女 の 親 へ の 孝行が繰 り返 し語 られて い るため ， こ の こ ろの 少女像はま っ た

く正反対の 方向へ 分裂 して しま っ て い る 。 第
一の 少女像は ，   自分の 才智や行動力を

い か して 積極的に 親 （ひい て は家族）の ため にはた らく少女，で ある。 しか も，そ こ

で 少女が お こな うの は家事や家内労働で はな く，た とえば ， 母親の ため に 事務員 と し
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て は た らく （渡邊霞亭 「十年の 後」 大正 11年 4月号），病気 の 母親の とめ るの もきか

ずに 母親 の た め に製糸工場で は た ら く （渡部清子 「熱涙 」 大正 12年 8月号）， 母親 と

兄の ため に工 場で は た らく （大澤重雄 「兄帰 るまで 」 大正 13年 8月号）な ど， 企業や

工場な どで は た ら くとい う賃労働なの で あ る 。

　こ の 時代 ， 女子教育論で は女性 に対 し， 家庭内役割だ けで な く職業の 従事や 「女の

特性」 の発揮 な どを つ う じた国家 へ の 貢献をする ， 新 しい 良妻賢母像 を女性に 求め る

よ うに な っ た （小山　1991） といわれ るが ， まさ に こ の 少女像 に み られ る職業へ の 従

事 はそれに っ なが る もの で あ っ た といえ よ う。 ただ し， 女子教育論で妻や母で ある女

性た ちに 求め られ た職業へ の従事は ， あ くまで も妻として 母親 として の役割か ら逸 脱

しな い こ とを 前提 と した 家内労働 や補助的労働 へ の 従事 にす ぎな か っ た が （小山

1991），
こ の 少女 たちが 家族の た め に お こ な うの は 企業や工 場で はた ら くとい う t 男

性なみの 賃労働なの で ある 。

　第二 は，  親 （ひ い て は家族）の 反対に苦 しみ なが らも自分の 才智や行動力を い か

して 自由と自己実現を かなえ よ うとす る少女で ある。 大正前期に おい て ， 少女の 自由

と自己実現へ の 欲求は親の 少女 へ の 愛情 に応え るため ，少女 自らに よ っ て 放棄されて

い た （大正前期の   の 少女）。 そ れが ，
こ こ に きて ， た とえ そ れが 親 へ の 不孝 に な っ

た と して も， 少女 は自由と 自己実現を追求 しっ づ けるよ うに な っ たの で ある 。 これ は

女子教育論の 良妻賢母像に はま っ た くっ なが らない もの ， む しろそれを否定 して しま

うよ うな もの で す らで ある 。

　 た とえば ， 音楽の 海外留学か母親の そばで 孝行をするか二 っ の 選択に 引き裂か れ る

が ， 結局 ， 恩 師の 強い すすめで 海外留学を選ぶ （横山美智子 「海鳥 は 唄ふ 」 大正 14年

8月号），東京の 女学校へ 特別に 給費生 と して 進学す る こ とが決 ま っ た もの の ，そ の

こ とで 両親 に 悪態 を っ かれ い じめ ぬ か れ，苦悶 しなが らも小学校の 先生の 説得 に よ り

進学 を果 たす （岩下小葉 「水車屋 の 娘」 大正 13年 8月号），母 親に不孝者 との の し ら

れな が らも演劇の 道 へ 進む （石川星影 「二 っ の 道」 大正 12年 8月号 ）， な ど の 小説で

あ る 。

　 そ して ， こ の ころか ら ， 近 代的 な情緒的関係が兄は もちろん父親 に も拡大され，兄

と父親は少女 に と っ て親 しみ あう存在 とな る。 た とえば ，父 親が少女に 買 い与え た人

形が 火事で 焼 けて しまい ，少女は それを嘆 き悲 しむ もの の ，父親 と一緒 に 人形の 着物

の は しくれで 人形 の 墓を作 る こ とで 慰め られ る （西谷勢之介 「人形塚」 大正 15年 10月

号）などの よ うに，父親 も少女に 思 い や りを示す よ うに な る とと もに ， 兄 と父 親の 出

現頻度 自体 も増 し，母親や 女 き ょ うだ い ，弟の 出現頻度 とそ れ ほ ど大 きな 差 はな く
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な っ て い る （表 1）。

3．4　昭和初期 ・1927〜1939 （昭和 2 〜14）年 二近代的情愛の もとで 自己実現する

　昭和 に入 る と，まず ， 親子関係に あ きらか な変化がみ られ るよ うにな る 。 母親か ら

少女 へ の近代的情愛が ますます多 く語 られる とともに ， 新 しく，父親か ら少女へ の 近

代的情愛 も語 られ るよ うに な っ て い る 。 逆に，大 きな変化 と して ， 少女か ら母親 ， 父

親へ の 孝行が ほ とん ど語 られ な くな っ て い る （表 1）。

　た とえ ば，囚人で あ っ た とい う過去を もっ た め に母親で ある こ とをあか さず，看護

婦と して 娘の 看病を し， 娘 の 未来に傷をっ け るこ とを おそれて 自らの 命を絶つ （三條

さよ子 「銀の 十字架」 昭和 6年 5月号）， 父親だ とい うこ とをあ か さず に娘 に仕送 り

をつ づ ける （木蘇穀 「悲 しき父 と娘」 昭和 4年 6月号 ），娘を官邸で お こ なわれ る夜

会に 出席させ るた め に 父親 が貯金を下 ろすな ど して 苦労す る （居猿澤信吉 厂夜会の

花」 昭和 4 年 6月号）な どの 作品で あ る。

　 こ の よ うに ， 母親 はお ろ か父 親 も一切の 見返 りを求めず に娘に愛情を注 ぐよ うに

な っ て い る の で あ る。
こ の よ うな物語 はこれ まで の r少女の 友』 で はみ られなか っ た

物語 である 。 この よ うな親子関係 は ， 親 特 に母親が子どもを愛護 し教育するの が 当

然で ある とする近 代的情愛で 結ば れた親子関係で ある といえ よ う。

　そ して ， それ に と もな い ， 少女像に も変化がみ られ る 。 少女は ， 家族に愛され支え

られて い るか らこ そ ， 自由を諞歌 し，
の びの び と自己主張 し， 自分の 思 うが ま ま自己

実現す る存在 と して ， 語 られ るよ うに な っ てい るの で あ る 。

　た とえば ， ヴ ァ イオ リン の 才能の あ る少女 と ピァ ノ の 才能の ある少女 を ， それ ぞれ

の 両親や き ょ うだい が ， 音楽学校 へ 入学 させ よ うとする など して 応援 し，少女たちは

様 々 な困難を乗 り越えて 音楽の 道 に進 む （横山美智子 「嵐の 小夜曲」 昭和 4 年 6月号

〜昭 和 5年 7 月号 ， 遠藤　1993a ， 47− 157頁）， 家族総出で 少女の 女学校受験を 応援

し，少女 は受験勉 強 とそれ にまつ わ る友情 に の み心悩 ませ る （吉屋信子 「街の 子 だ

ち」 昭和 9年 1月号〜 12月号 ， 遠藤 1993b ， 103− 197頁）， 女学校の 校則に反 し，制

服を流行の かた ちに改造する 自由奔放 な少女に，母親は それ を許 し， ど こ まで もや さ

しく世話をす る （島本志津夫 「短 い 上衣」 昭和 13年 1月号） な どの 作品で ある 。

　 これ は ， 女子教育論の 良妻賢母像にま っ た くつ なが らない もの ， む しろま っ た く否

定 して しま う もの で あるとい え る 。 この よ うに ，少女は家族の なかで 愛護 され る子 ど

もと して 位置づ け られ るよ うに な り， それ とともに家族内構成員相互が情愛で 結ばれ

る近代家族の イメ ージが定着 した とい え よ う。 親，特 に母親に応援 されな が ら，受験
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勉強に 打ち込 む，あるい は ， こ っ そ り制服 を改造する ， とい うよ うなこ こ で の 少女た

ちをみ ると ， 現代の 少女た ちとほ とん ど変 わ らな い よ うに みえ る 。

　 この よ うに ，
「少女」 が親に つ くす もの か らつ くされる もの に な り， 自己へ の 配慮

を何よ りも優先で きるよ うに な っ たの が こ の 昭和初頭で あ っ た 。 しか し， 驚 くべ きこ

とに ， それ は 「少年」 と くらべ る とい ち じる しく遅 い変化で あ っ た 。 木村 に よれ ば ，

「自己へ の 配慮」 （木村　1998，290頁） を最優先 で きる 「少年 」 が誕生 したの は ， 明

治 20年 代初頭で あ る とい う 。 そ して ，そ れは ， 少年雑誌 r少年世 界』 （明治 28年創

刊）が創刊の こ ろか ら親に応援されなが ら少年が立 身出世す る小説を多 く掲載 して い

た よ うに （久米　 1997）， 少年 に 立身 出世 を求あ る考え方 と深 く結 び つ い て い だ 81
。

しか し， 同 じこ ろ，「少女」 は その よ うに と らえ られて い な い
。 少な くと も明治30年

代後半 に誕生 した少女雑誌 は少年雑誌 とは別の 意味を もっ もの で あ っ た 。 た とえ ば，

r少女の 友』 で も， その 「発刊の 辞」 で ，
「親の 言ふ 事を聴 」 くこ とや 「先生の 教に 1

した が う 「習慣」 を身 に っ けさせ る こ とを 目指す と断言 して い る 。
「少女」 が 「少

年」 の よ うに 「自己へ の 配慮」 （木村　1998， 290頁） を最優先で き， 自分 自身の将来

の こ とを 考え られ る よ うに な っ たの は ， こ れまで の 分析か らあき らか に な っ た よ う

に ，
「少年 」 よ りも40年 も後の こ の 昭和初頭の こ とだ っ たの で あ る。

3．5 戦時下 ・　1940・− 1945 （昭和 15〜 20）年 ：近代的情愛の もとで 忠を選 びと る

　太平洋戦争に 突入 し ， 人 気画家
・中原淳一の 追放な ど， r少女の 友』 に 軍部か らの

圧力が加え られ るよ うにな る と （内山　1977），
r少女 の友』 に国家 とい う概念が前面

に で て くる 。 しか し，
そ こ で 語 られ る親子関係は忠孝

一
致の 親子関係で はな い 。 そ こ

で 語 られ る親子関係は 少女か ら親 へ の 孝で はな く， 昭和初期に 引 き続き，親か ら少女

へ の なん の 見返 りも求めな い近代的情愛で あ り， む しろそれ はますます頻繁に語 られ

て い るの で ある （表 1 ）。 しか し， だか らとい っ て ，それ は決 して 国家 と無縁の か た

ちで 語 られるの で は ない 。 む しろ ， 少女 と国家との っ なが りをうなが す もの として語

られて い るの で ある 。 それ は この 時代の 家族内関係の な かで 語 られ る少女像 に典型的

に あ らわれ て い る 。 以 下，具体的にみて い く。

　 こ の 時代 の r少女の 友』 の少女た ちは ， 親か らの 献身 とい う近 代的情愛 に 応援 され

なが ら，まず ， 太平洋戦争勃発直後は ， そ れまで 自分自身の 自由と自己実現の た めだ

けに 生 きて い た少女た ちが ，  社会の た め に はた ら く， と語 られ るよ うにな る。 ま

た ，   親 （ひい て は家族）の ため に はた ら く， とも語 られ るよ うに な っ て い る 。 た だ

し，   で 少女が親へ 献身する場合で も，そ の 目的は あ くまで も社会 ・国家へ の 貢献 に
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あ る 。 少女 は親へ の 献身が社会 ・
国家 へ の貢献 に結び っ くと考え ， あえ て 親へ の 献身

を選び とっ て い る 。
っ まり， 少女は親 へ の 献身とい う孝で はな く， 親 へ 献身する こ と

に よ っ て社会 ・国家に献身する とい う忠を ， 主体的な存在，す なわ ち国民 と して 積極

的に選択 して い るの で あ る 。 そ して ， 戦争が 激化するに ともない
， ◎国家の た め に は

た ら くとい う少女像へ ，すべ て の 少女像が統一され る 。 そ こ にお い て ， 少女は家族に

応 援されなが ら，主体的な国民 と して 農作業や工 場労働 とい うよ うな男性 とほ とん ど

変わ らない 直接的な国家貢献をお こ な うもの と して 語 られて い るの で あ る。

　 た とえ ば ， ＠は，向学心に 燃え女子大学へ の 進学を希望 して い た少女が それを とり

や めて 貧 しい子ど もたちの ために保母 と して はた らくこ とを決め，両親 もそれを認 め

る （内山基 「白い 燈台」 昭和15年 1月号）， 二 入の 少女が 全盲あ るい は聾唖 の 子 ど も

た ちの た め には た らき ，

一
人の 少女の 母親がそれ を応援する （川端康成 「美 しい 旅」

昭和 14年 7 月号〜昭 和 16年 4 月号，「続 美 しい 旅」 昭和 16年 9 月号 〜 昭和 17年 10月

号 ， 川端 　1981， 399−658頁， 659−733頁）な どの 作品に み られ ，   は ， 家内労働に不

満を もっ 少女が，ある ときそれが銃後の つ とめで あ るこ とに気づ き， 母親に ほめ られ

なが ら積極的に お こな うよ うに な る （由利聖子 「次女 日記」 昭 和14年 8月号）， 将来

の 兵士か その 妻を産む こ とに な る と認識する姉の 出産を妹が積極的に手助けす る こ と

を決 め ， 母親は それ を 「本人 の 将来の た め に な る」 と認 め る （島本志 津夫 「病院の

窓」 昭和 17年 1月号） などの 作品に み られ ， ◎は ， 軍需工場で 寝泊 ま り しなが らは た

ら く妹 を看護婦の 姉が励 ます （中里 恒子 「寄宿舎 にて 」 昭和 19年 8月号）， 少女が母

親 とともに 労働奉仕 と して 農村で 農作業をす る （芹澤光 治良 「けなげな娘達」 昭和 17

年 8 月号），母親や姉 とと もに 国の た め に な ぎなたを あや つ っ て 敵 と戦い ，敵の 捕虜

に な る前に親子あ るい は姉 妹の 情を確認 しあい な が ら自害する （大地唯雄 「命 の か ぎ

り」 昭和20年 4 月号） などの 作品に み られ る 。

　こ の よ うに ， 家族 に 見守 られな が ら主 体的か つ 積極的に国家貢献 し， た とえ ば ，

「今 まで なん か大勢の 前で 話をするの な どきま りが 悪か っ た の に 」，「一生 けん め い 働

い て ゐ る と ， 大事で な い こ となん ぞ忘れ きっ て しまふ 」 か ら，「気持 もだん だん 大 き

くな る」 と語 るよ うな （「寄宿舎に て 」）， その 国家貢献 に喜びを見出す少女の 姿が 語

られ るよ うに な っ て い る。

4． 結 　　論

　r少女の 友』 の 表象に お ける少女 と家族 との 関係 は，明治末か ら大正末 に か けて，

それ まで の 少女か ら親へ の
一

方向的か っ 絶対的な献身で ある孝が ， 親の 近代的情愛を
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根拠 と した少女か ら親へ の 献身へ と変化 して い き， 昭和の 初 め ごろか ら，孝で は な

く， 親か ら少女 へ の 見返 りを求め ない 献身とい う近代的情愛で 結ばれた 関係 とな る 。

しか も家族 内構成員の 情緒的 な紐帯は時代 をお うごと に拡大，強化 され て い く。 そ う

して ， 親 と りわけ母親が少女を愛護する よ うに な っ たか らこ そ，少女 は孝か ら解 き放

たれ ， 少女は 自己へ の 配慮を何よ り も優先させ る こ とがで きるよ うにな っ た 。 その た

め ， 昭和初頭 ， 少女た ちは ， 親や き ょ うだ い に応援され なが ら自由を謳歌 し， 自己実

現を追求す る もの と して 語 られ るよ うに な っ た 。 っ ま りは，女子教育論が理想 と して

掲 げて い た良妻賢母像 とは大 きくか け離れ た少女像 が登場す るよ うに な るの で あ っ

た 。 そ して ，戦争が開 始 され る とその 少女の 主体性 が戦争の た め に うま く利用 され

る 。 少女は，親や き ょ うだい に愛護され，支え られなが ら，主体的な国民 として 国家

貢献をお こな っ て い くの で あ っ た 。 こ こか らみえて きたの は ， 少女が ， 近代家族 の な

かで 「子ど も」 と して 愛護 される こ とに よ っ て ， 主体的か つ 直接的な 「国民」 とな っ

て い くプ ロ セ ス で あ っ た 。 その 国民化は ， 決して ， 国家か らの 良妻賢母主義教育とい

う回路か ら生まれ たわ けで は な い 。 また，少年 の よ うに ，「直接的な国民」 に なる べ

きもの と して ，国家か らの 学校教育およ びそ れに 先導 された 家庭教育 とい う回路か ら

生 まれた わけで もない 。 家族内の 情緒的関係の 変化が ， 少女を孝か ら解 き放 ち ， 愛 さ

れ 慈 しまれ なが ら， 自己へ の 配慮 を何 よ りも優先で きるよ うな 「子 ど も」 に な っ たか

らこそ ， 少女 は国家 の 積極的な は た らき手 とな る こ とが で きた の で ある 。 っ まりは

「直接的 な 国民」 とな る こ とが で きたの で あ る 。 国民国家論的近代家族論 は，国家に

よ る家族 へ の干渉か ら， 人 々を国艮 国家 に編入す る装置 と して ， 国民国家の 意図に 沿

うか た ちで ， 家族が再編されて い っ た と考えが ちで あ る〔9〕。 もちろん，それ は間違 い

で はな い し，その よ うな関係が あ っ た こ とは確か で あ ろ う 。 しか し，本稿か らみえ て

きたの は ， む しろ，国民国家か ら家族へ ，あ るい は国民国 家か ら個人へ とい う一方向

的な関係で はな く，家族内の 情緒的関係の 変化が 新 しい主体化を生み出 し， そ れを 国

民国家が回収す るとい う，国家 と個人的情緒の 間の 相互作用 的な関係なの で ある 。

　 しか しな が ら，本稿で お こ な っ た の は あ くまで も少女雑誌に お ける表象で あ っ て ，

実態の 分析で は な い 。 実態 と して の 少女の 変遷 を あ き らか に する の は の ちの 課題 と し

たい 。

〈注〉

（1） た とえ ば ， 牟田 （1996）， 小山 （1991， 1999）， 西川 （1990）， 沢山 （1990）。

（2） た とえ ば t 永原 （1985）。
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（3） 久米 （1997）に よれ ば，「少女」 とい う呼称が ， そ もそ も年少者全体を表 して い

　 た 「少年 」 か ら分離 し，それ まで の 「女子」 に代わ っ て
一

般化 したの は明治30年代

　 だ とい う 。

（4） 「少女の 友』 の 少女像の みの 分析は ， 今田 （2000）を参照 された い 。

（5＞ 実業之 日本社に r少女 の 友』 の 発行部数の 記録は 残 っ て い な い が ，
『少女倶楽

　部』 が創刊 の 1923 （大正 12）年 に 6万 7千部を発行，最高発行部数が 193了 （昭和

　 12）年の 49万2，000部で あ っ た こ とか ら （大阪国際児童文学館　1993），それ よ りも

　 やや劣 る程度 の発行部数で あ っ た と考え られ る 。

（6） 『少女の 友』 は ， 1908（明治41）年 ， 実業之 日本社か ら創刊 され，小学上級生か

　 ら女学生を読者対象に した （大阪国際児童文学館　1993）。 創刊の ころ こそ ， 初代

　主筆の 星野水裏が教育者的な信念を もっ て誌面をつ くりあげよ うと して い たが ， 昭

　和初頭 ， 宝塚少女歌劇関係の グラ ビアや読み もの をふ ん だん に載せ るこ とで 対象読

　者を大都市の 女学生に しぼ り込み ， 特に 1931 （昭和 6）年か らの 主筆内山基の もと

　で ，独 自の 地位を築 きは じめる （遠藤 1993a ）。

（7） 有山に よ れば，1926 （大正 15） 年の 京都市役所社会課の 「職業婦人に 関す る調

　査」 で ，雑誌を読む者は 79，9％， しか しなが ら，趣味 に関す る質問で約84％が不明

　で ， 最 高の キ ネマ で も了％ にす ぎず ，
「女性の 社会進出とい っ て も， 女性の 自由な

　外出を阻む社会的制約が一
因とな っ て い た だ ろ う 。 そ して ，繁華街の 娯楽で あ る映

　画などの 代用 と して 婦人雑誌 が あ っ たの で はない か」 （有山　1984， 41−42頁） と，

　考察す る 。 少女雑誌 も同様の 傾向があ っ た と思 われ る 。

（8） そ して ， 見田 は ，こ の よ うな立身出世主義を ， 近 代化の 「内面的 ， 主体的な推進

　 力」 で あ っ た （見田 　1971， 185頁） と指摘 して い る 。

（9＞ た とえば ， ドン ズ ロ （Donzelot 訳書　1991），牟田 （1996）。
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ABSTRACT

  The  Modern  Family  and  the Nationalization of  
"Girls":

     As  Seen from  the Girl's Magazine  Shojo-no-Tomo

                                                   IMADA,  Erika

                                (Graduate School, Kyoto University)

            Nihonmatsu-cho,  Yoshida,  Sakyo-ku,  Kyoto, 606-8501 Japan

                                     Email: Erica@ma5.seikyou.ne.jp

This paper  attempts  to  clarify  how  the  
"modern

 girl" became  an  ideology,

to explain  the  actual  conditions  under  which  it became  an  ideology and

to investigate what  kind of  changes  followed. The  popular  magazine

Shojo--no-Tomo  is analyzed  from  two  different points  of  view,  The  first

concerns  how  the  family is emotionally  interrelated. The  second'  concerns

the "girl's"
 position in such  a  family.

     The  results  of  the ana[Lysis  are  as  follows. From  the end  of  the

Meiji Era through  the end  of  the Taisho  Era, the relationship  between the

gir] and  her family  was  one  in which  there  was  a  unidirectional,  absolute

devotion from  the girl to her parents, which  became the basis for the

parents  affection.  This is traditionally  known  as  
"ho".

 However,  starting

at  the beginning  of  the Showa  Era, the re]ationship  changed  from 
"ko"

 to

a  relationship  of  modern  affection and  devotion, where  the parents did

not  expect  girls to reciprocate  their affection  with  absolute  devotion. As

time  passed,  this bond  of  affection  was  expanded  and  strengthened.  Thus,

with  the encouragement  of family members,  girls ]earned to pursue

freedom  and  self-realization,  by  being  set  free from  the restraints  of  
"ho",

and  were  able  to give priority to considerations  of  themselves.  That  girl's

image  was  different from  the image  of  iyosaihenbo  ("good wife,  wise

mother")  that  was  taught  in schools.  During  the War,  this new  identity

served  the girls well,  as  they  were  able  to make  contributions  to the state

as  independent  individuals with  emotionally  support  from  their families.

The conclusions  of  this paper  show  the process  by which  the 
"gir]"

 within

the family  has  become an  independent and  personally  involved "national."

Therefore, within  the family, the change  of  emotional  relations  has

brought forth a  new  independenee, which  in turn  expresses  a  change  ih

the way  that  the  
"state"

 and  the  
"individual"

 relate  to one  another.
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